
会
に
集
ま

り
、
一
緒
に

会
場
の
準
備

を
し
、
食
事

を
共
に
し
て

交
流
を
お
こ

な
い
ま
し

た
。最
近
は
、

多
世
代
が
集

ま
り
ざ
っ
く

ば
ら
ん
に
交

流
す
る
こ
ん

わたしたちの理念：「一人ひとりのいのちが大切にされ、平和と人権が尊重されるまちづくり」に貢献します。

能
登
半
島
地
震

は
１
月
１
日
発

生
か
ら
４
ケ
月

が
経
過
し
、日
を

追
う
に
つ
れ
、今

回
の
大
災
害
の

大
き
さ
と
被
災

者
支
援
の
困
難

さ
が
浮
き
彫
り

と
な
り
、一
層
の

支
援
策
を
強
く
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
▼
能
登
半
島

地
震
は
、
避
難
者
約
１
万
４
千

人
、
液
状
化
現
象
等
に
よ
る
家

屋
損
壊
は
、
約
６
万
２
２
５
棟

に
も
及
ん
で
い
ま
す
。
▼
亡
く

な
っ
た
方
は
、
石
川
県
で
２
４

１
人
、
輪
島
市
１
０
３
人
、
水

道
、
電
気
な
ど
イ
ン
フ
ラ
の
消

失
に
よ
り
、
な
か
に
は
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
の
中
で
寒
さ
に
耐
え

て
生
活
せ
ざ
る
を
得
な
い
深

刻
な
状
況
も
あ
り
ま
す
。
▼

「
飲
料
水
が
あ
る
と
助
か
る
」

（
能
登
島
）。
水
の
供
給
、
仮
設

住
宅
の
充
実
、
医
療
・
介
護
の

人
的
体
制
の
強
化
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
逼
迫
の
解
消
等

自
治
体
、
国
で
緊
急
に
力
を

注
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
▼
岸
田
政
権
は
、
被
災
者

支
援
策
よ
り
、
大
軍
拡
に
は
、

２
０
２
３
年
度
か
ら
５
年
間
に

軍
事
費
「
防
衛
」
予
算
43
兆
円

（
過
去
５
年
間
総
額
の
１
・
６

倍
）
を
投
入
し
、23
年
度
に
は
、

前
年
度
比
約
１
・
５
倍
の
約
６

兆
８
０
０
０
億
円
の
軍
拡
が

強
行
さ
れ
ま
し
た
。（
さ
ら
に

２
０
２
３
年
末
の
臨
時
国
会

に
提
案
さ
れ
た
補
正
予
算
で

は
、
８
１
３
０
億
円
の
軍
事
費

を
追
加
）
▼
こ
れ
だ
け
の
軍
事

費
に
投
入
す
る
分
は
、
能
登
半

島
地
震
へ
の
支
援
策
を
充
実

す
べ
き
で
す
。
▼
沖
縄
辺
野
古

基
地
建
設
の
防
衛
省
の
当
初

見
積
額
（
３
５
０
０
億
円
）、工

事
進
歩
率
14
％
に
過
ぎ
な
い

の
に
、
実
際
は
、
90
Ｍ
以
上
軟

弱
地
盤
対
策
が
必
要
と
な
り

９
３
０
０
億
円
に
引
き
上
げ

た
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
見
込
み
額
工
事
費

は
底
無
し
」
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
▼
能
登
半
島
地
震
へ
の
被

災
者
救
済
予
算
１
１
６
７
億

円
と
比
べ
て
も
約
８
倍
の
米
軍

の
た
め
の
辺
野
古
基
地
予
算

額
で
す
。
岸
田
政
権
は
、
米
軍

と
と
も
に
「
日
本
を
戦
争
で
き

る
国
」
に
し
て
い
く
予
算
を
優

先
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で

す
。�

笠
原
（
寅
）

毎
年
恒
例
の
お
楽
し
み

　
今
で
は
恒
例
行
事
と
な
っ

た
上
川
支
部
主
催
の
お
花
見

交
流
会
が
今
年
も
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
抱
っ
こ
さ
れ
て
い

る
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
の
方

ま
で
幅
広
い
年
代
の
方
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。
西
原
集
会

所
は
住
宅
街
に
あ
り
ま
す

が
、
前
の
広
場
は
比
較
的
広

く
立
派
な
桜
の
木
も
数
本
あ

老
い
も
若
き
も
お
花
見
交
流
会

老
い
も
若
き
も
お
花
見
交
流
会

り
ま
す
。
今
年
は
桜
の
開
花

が
遅
く
、
蕾
を
見
な
が
ら
の

お
花
見
会
と
な
り
ま
し
た
。

集
会
所
か
ら
ゴ
ザ
と
テ
ー
ブ

ル
を
運
び
出
し
、
気
持
ち
の

良
い
春
風
の
中
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

美
味
し
い
食
べ
物
で

盛
り
上
が
り

　
お
昼
を
挟
む
お
花
見
の
メ

イ
ン
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で

「
仕
事
は
何
を
し
て
る
の
」な

ど
初
対
面
で
も
、
話
に
花
が

咲
き
ま
す
。

　
ゴ
ザ
席
で
は
、
焼
け
た
肉

を
つ
つ
き
な
が
ら
会
話
が
盛

り
上
が
り
ま
す
。
支
部
の
運

営
委
員
の
数
人
が
、
わ
か
め

ご
飯
と
豚
汁
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
サ
ラ
ダ
、
牛
ス
ジ
煮
を
作

り
ふ
る
ま
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
今
年
は
、
携
帯
用
の
ピ

ザ
釜
も
準
備
さ
れ
、
会
場
で

子
ど
も
達
が
ピ
ザ
生
地
を
伸

ば
し
、
思
い
思
い
の
ピ
ザ
を

焼
き
ま
し
た
。
本
格
窯
で
焼

ゴザをしいて青空の下でのお花見ゴザをしいて青空の下でのお花見

ピザ生地を伸ばす子どもピザ生地を伸ばす子ども

本格ピザ焼き窯で加熱の様子本格ピザ焼き窯で加熱の様子

　

３
月
30
日
（
土
）
前
橋
市
上
佐
鳥
町
の
西
原
集
会
所
前
の

広
場
に
て
上
川
支
部
主
催
の
お
花
見
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
、
大
人
35
名
、
子
ど
も
20
名
が
参
加
し
大
に

ぎ
わ
い
の
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

く
手
作
り
ピ
ザ
は
一
番
人
気

で
、
真
剣
に
生
地
を
伸
ば
す

子
ど
も
た
ち
の
表
情
は
、
見

て
い
る
こ
ち
ら
も
力
が
入
り

ま
し
た
。
普
段
ピ
ザ
を
あ
ま

り
食
べ
な
い
高
齢
の
方
々
も

子
ど
も
た
ち
の
焼
い
た
ピ
ザ

に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し

た
。
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
づ
く
り

や
焼
き
マ
シ
ュ
マ
ロ
も
人
気

で
し
た
。

子
ど
も
た
ち
同
士
も
交
流

　
食
事
を
早
々
に
す
ま
せ

た
子
ど
も
た
ち
は
、
支
部
の

運
営
委
員
か
ら
シ
ャ
ボ
ン

玉
や
お
菓
子
を
も
ら
い
広

場
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。
地
元
以
外
の
子
ど
も

も
お
り
、
学
校
以
外
で
子
ど

上
が
れ
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
交
流
会
が
終
わ
り
解

散
し
た
後
も
、
遊
び
あ
う
子

ど
も
た
ち
や
そ
れ
を
見
守

る
親
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
は
、
地
域
で
野
菜
を
育

て
て
い
る
組
合
員
宅
に
お

邪
魔
し
野
菜
の
収
穫
体
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
よ

う
で
す
。

上
川
支
部
　
支
部
長
　
荒
木
　
兼
男

し
た
。
男
性

が
炭
火
を
お

こ
し
、
肉
焼

き
係
を
担
い

ま
し
た
。
一

つ
の
火
を
囲

み
数
人
で
肉

を
焼
く
作
業

で
も
会
話
が

盛
り
上
が
り

ま
す
。
年
齢

に
関
係
な
く

「
肉
食
べ
て

る
の
か
」
や

「
今
度
は
か

わ
る
よ
」、

な
風
景
を
見
な
く
な
っ
た
の

で
、
と
て
も
暖
か
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。同
じ
時
間
、

同
じ
空
間
を
共
有
す
る
こ
と

は
難
し
い
よ
う
で
、
こ
ん
な

に
自
然
な
こ
と
な
ん
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
来
年
以
降
も
、

こ
の
地
域
の
憩
い
の
時
間
と

し
て
お
花
見
交
流
会
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

も
同
士
が
気
兼
ね

な
く
大
声
で
盛
り

食
で
繋
が
る

地
域

　
今
回
、
年
齢
に

関
わ
ら
ず
多
く
の

人
が
お
花
見
交
流

お肉やポップコーンを焼いている様子お肉やポップコーンを焼いている様子

お菓子をもらい喜ぶ子どもたちお菓子をもらい喜ぶ子どもたち

⑴ 　　　  （毎月１回１日発行） く　ら　し　と　健　康　 2024.5.1 第697号く　ら　し　と　健　康  1980年７月14日（第三種郵便物認可）
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2024年度スローガン
　憲法を守り生かし、誰一人取り残されない、平和で健康に暮らせる社会をめざす

2024年度基本方針
　特に重点とする課題
　・�新病院建設をはじめ事業と運動を継続させていくために幅広い人たちに増資を呼びか
けます。

　・�必要利益目標達成に向けて、医療・介護活動方針のもと、全職員参加の経営活動をす
すめます。

　・�楽しくやりがいにつながる活動を旺盛に展開し、新たな組合員の参加を広げます。
　・�地域・支部では日常的な組合員同士のつながりを強めるための訪問行動を重視し、い
ざというときに気にかけ合い助け合える地域づくりをめざします。

　・�医科・歯科・介護の連携を強め、生きることに直結する「食べる」ことの支援をすす
めます。

　・�自然災害の新たな状況をふまえ全ての事業所で事業継続計画の策定・更新をすすめます。
　・�診療報酬・介護報酬改定へ適切に対応し、事業活動の質向上及び経営改善につなげます。

各分野の活動
（１）安心のネットワーク（つながり）を広げる
　・�多種多様な楽しい活動を創造し、地域住民の安心した暮らしを支えていきます。
　・�健康講座や健康チェックに加え、つながりや安心できる地域での暮らしから生まれる
健康づくりを重視していきます。

　・�居場所づくりの活動は、自分たちで場所の確保をする他、公共の場を活用した定時定
点の集いの場としての居場所作りもすすめていきます。

　・�これまでの活動にとらわれない活動を模索し、多様な方々が参加できる環境をつくっ
ていきます。

　・�若い世代の参加を広げる為、対象を意識した活動計画や情報発信を盛り込んでいきます。
（２）地域まるごと健康づくり
　・�楽しく参加できる健康づくり活動として、フレイル予防・オーラルフレイル予防の活
動を広げます。

　・�組合員と職員、その他団体と共同の取り組みで、健康チェックや健康相談会などの企
画を開催します。

　・�ぐんままるごと健康チャレンジ・キッズチャレンジを組合員以外にも広げます。
　・�地域住民を巻き込んだ企画を開催し、医療福祉生協の健康づくりを地域に広く伝えて
いきます。

（３）くらしの助け合いの輪を広げる
　・�地域での対話を大切にし、一人ひとりのくらしの困ったに寄り添える活動を大切にし
ます。

　・�組合員どうしの「ちょっと困った」を解決するための活動を強化・整備していきます。
　・�組合員の「何かしてみたい」や「こんなことであればできる」をとおし参加活躍の場
を広げます。

　・�生活困窮者支援の取り組みを大切にし、他団体や自治体と協力して実施します。

【３】事業・経営活動
（１）医科・歯科事業
　<前橋協立病院>
　・在宅医療の拡充を図り、かかりやすく相談しやすい外来機能を発揮します。
　・�新病院建設に向けて、医療活動方針と経営戦略を一体的にすすめるための医療活動の
転換及び移行を全職員ですすめ、経営基盤を確立させます。

　・�６月に公益社団法人「日本医療機能評価機構」による病院機能評価を受審します。
　<太田協立診療所>
　・原則、どんな患者（利用者）さんも受け入れる方針を継続します。
　・外部医療機関（特に急性期病院）からの患者紹介に即時に対応します。
　・外部のケアマネジャー等からの紹介に迅速に対応します。
　・外来対応医療機関の機能として、発熱患者さんへの対応を継続します。
　・�太田協立診療所グループのネットワーク（法人内事業連携）で組合員の生活を支えます。
　・�「医療介護なんでも相談会」を自治会や包括支援センターとの連携で開催します。
　<前橋協立診療所>
　・感染対策はこれまで通り徹底し、発熱外来を継続します。
　・�患者さんの気持ちに寄り添うことを心がけ、来てよかったと思ってくれる診療所を目
指します。

　・�在宅患者さんの紹介を断らず対応します。急性期病院から紹介された患者さんのフィ
ードバックを継続して行い、連携強化に努めます。

　・�在宅医療の充実のために、多職種協働で対応するチームづくり・連携の強化をすすめ
ます。

　・2024年度も自治会とも連携し地域行動を継続し行います。
　<桐生協立診療所>
　・�決して断らない方針の実践と外部の訪問看護事業所との連携強化により、在宅医療を
拡充します。

　・�法人内の医療介護連携により、在宅を支える一体のサービスとして在宅生活を支えます。
　・�無料低額診療の周知を進めると共に社会資源を利用しながら、一人一人の生活再建に
取り組みます。

　・まちかど健康チェックを毎月開催し、地域の予防活動をすすめます。
　<協立歯科クリニック>
　・誰もが8020・生涯28を達成できるように支えます。
　・�組合員・地域住民が口腔機能を獲得・発達させ、維持できるように支えます。
　・�格差・貧困、超高齢社会における様々な困難を抱える人々に寄り添う医療を実践します。
　・�事業継続のための必要利益を確保、組織を強化するために加入・増資活動に取り組み
ます。

（２）訪問看護事業
　・�住み慣れた地域で暮らし続けたいと願う気持ちに寄り添い在宅療養を支えます。
　・介護者への配慮も欠かさず療養生活をサポートできるように努めます。
　・在宅療養を支援できるよう事業所間の連携を強めます。
　・�県と医療措置協定を結び、感染症に罹患した利用者に対して早期回復に向けた看護を
行います。

（３）介護事業
　・�「利用者の人権を守る」ことを中心に据えた介護活動を実践します。認知症ケアでは認
知症の人を中心に据えた介護の実践を強めます。

　・�外部環境の変化に対応した多様な人材確保策を実施し、そのための処遇の見直しも検
討していきます。

　・�内部・外部連携を強め、各事業の強みを発信し、連携強化及び経営の安定化につなげ
ます。

（４）選ばれる事業利用
　・�組合員は事業を支え、魅力を伝えるパートナーとして位置づけ、事業の参画の機会を
設けていきます。

　・�医科歯科診療所は、院所利用委員会活動と協力し、利用しやすい運営を組合員ととも
にすすめます。

　・�事業所は、組合員や住民の拠点となり、医療生協の事業所としての強みを打ち出して
いきます。

　・�介護事業所は、事業所の強みや特徴、医療との連携で生活 を支える重要な役割を担っ
ていきます。

　・事業所では、患者さん・利用者さんの立場に立ち、接遇を重視します。
（５）法人の運営・管理に関する課題
　・�職場責任者の負担軽減と一元管理を目指し、勤怠管理業務の効率化を図ります。
　・�2024年度報酬改定で賃上げ促進のために位置付けられる保険点数・単位を活用し、職
員の処遇改善を進めます。

【４】医療生協を強化する取り組み
（１）仲間増やし　　　年度目標　　1,200人
　・�多彩な企画への多様な人たちの参加を通して医療生協の魅力を伝え、新たな仲間を迎
えます。

　・事業所では「組合員になって利用を」を呼びかけ、組合員利用率を高めます。
　・支部では組合員訪問を定例化し、名義変更などの手続きをすすめます。

（２）出資金増やし　　年度目標　１億円（寄付含め）
　・�新病院建設に向け３年間で３億円を集める運動の初年度として、１億円の増資・寄付
を目指し、より広い人たちに呼びかけます。

　・口座振替を利用した積立増資者を増やします。
　・�機関紙未配布組合員への増資や寄付の呼びかけは、情報発信及びつながりづくりとし
て位置づけ、機関紙郵送や未配布地域訪問を支部・地区で具体化します。

（３）班づくり
　・�「健康づくり・まちづくり」の取り組みの具体化として班づくりをすすめます。

（４）担い手づくり
　・�支部は世代を超えた楽しい行事や企画を地域にみえる形で継続し、組合員一人ひとり
の「活躍の場」をつくります。支部独自で困難な場合は地区で具体化します。

　・�「活躍の場」でつながった人たちに、機関紙配布や企画・行事の運営など「できること
から手伝ってもらう」ことで担い手づくりにつなげます。

【５】事業と運動を担う人づくり
（１）医師の確保と養成
　・�前橋協立病院と前橋協立診療所では、在宅診療と外来診療を柱とした医師研修を充実
させます。

　・�前橋協立診療所では家庭医（地域住民の健康のために働く総合診療医）養成を進めます。
　・�学生の実習受入れや広報を強化し、私たちの医療に共感する学生を増やします。

（２）職員育成・職場づくり
　・�誰もが大切にされ、働き続けられる事業所になるよう職場つくりに取り組みます。
　・職員一人一人が理念と働きがいを感じられるような職員育成を援助します。
　・�新入職員を含めた全職員が職場つくりの主体となれるような事業所を目指します。
　・職責者研修会、主任者研修会をそれぞれの役割の違いを踏まえて開催します。
　・�MBO（目標管理）を職場つくりのツールとなるような位置づけと活用をすすめます。
　・�ハラスメントにより職員が嫌な思いをしないよう、医師を含めて研修をすすめます。
　・職員のメンタルヘルス対策に継続して取り組みます。
　・何でも相談窓口（職場つくりサポート窓口）について継続協議します。
　・通信教育について職員育成に効果的に活用できるよう検討します。
　・組合員職員合同研修会を開催します。

【６】平和で公正な社会づくり
（１）日本国憲法を守り平和な社会をめざす
　・基地問題や防衛費の増額などについて職場や支部で学びあいます。
　・大軍拡・戦争する国づくりをストップさせる運動に取り組みます。
　・原発再稼働・新増設NOの運動に取り組みます。
　・�核兵器廃絶をめざし、国民平和大行進への参加や原水爆禁止世界大会への代表派遣な
どにとりくみます。

　・�沖縄辺野古基地建設反対運動と連帯し、基地強化の実態の学習などに取り組みます。
（２）いのち・くらし・人権が守られる地域・社会をめざす
　・�格差と貧困が広がる中、生活相談や食糧配布など生活困窮の方への支援活動に取り組
みます。

　・各事業所では無料低額診療事業を知らせ広げます。
　・「現行の健康保険証を残せ」の世論を高める運動をすすめます。
　・�訪問介護の基本報酬引き下げについては撤回を求める運動を他団体とともに取り組み
ます。

　・�介護保険の原則２割負担、要介護２の総合事業移行、ケアプアラン有料化などの制度
改悪が今後も狙われていることを踏まえ、実現させない介護ウェーブ活動に取り組み
ます。

　・�各自治体の介護保険料や「介護予防・日常生活支援総合事業」の動向を注視し必要な
改善を求めていきます。

　・ジェンダー平等や多様性などについて考える機会をつくります。
（３）持続可能な世界をめざす 
　・事業所では省エネ対策を重視し、節電や節水などに取り組みます。
　・原発に頼らないエネルギー政策への転換を求める運動をすすめます。

2024年度基本方針案ダイジェスト
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　新病院基本計画策定に向け、京都建築事務所との定例ミーティングを2023年４月から開始し、医師・看護師など病院職員を中
心に患者さんの療養・診療環境と職員の労働環境（動線）の両面から平面図の議論をすすめてきました。ミーティングで平面図と
ともに提案される総事業費用は世界的な原材料の価格高騰などの影響により臨時総代会で承認された基本構想の予算を大きく超過
しました。議論が難航する中、建設費用を抑えるために建築方法を変更する方向に舵を切り、軽量鉄骨による診療棟を別棟として
２階建てで建設し、重量鉄骨の入院棟２階建てと併設し渡り廊下で繋ぐという配置で平面図を固める予定でした。この時点（2024
年１月末）での総事業費用が48億円と予定額40億円を大幅に上回っていることから、２月以降８億円を削減するために京都建築
事務所からの提案を受け協議をすすめてきました。新築工事費用そのものの減額は建設面積の縮小を伴うため、新築工事以外で費
用削減を検討しました。協議の結果、初期投資の削減はランニングコスト（経費等）として中長期的な費用増となることから、償
還計画に大きく影響するため、総事業費用８億円の削減は実質的に困難であり、40億円の総事業費用ではこれまですすめてきた
配置図・平面図案の新病院建設は成り立たないということが明らかになりました。
　また、建設単価の高騰に加え、日銀の金融政策転換による金利引き上げで利息上昇が想定されること、医療機関の収入を左右す
る診療報酬はマイナス改定が続いており今後も増収がほとんど見込めないこと、その一方で医師・
看護師など人材の確保においては賃金など処遇の改善をすすめていかなければならず費用増が想
定されること、などさらに厳しい経営環境が返済計画に大きく影響することになります。
　これらの状況をふまえ、基本構想で示した総事業費用（40億円）を減額する必要があること、
それに伴う配置図・平面図を見直しせざるをえないことについて、2024年３月理事会で承認い
たしました。
　＊費用見直しに伴い、今後あらためて配置図・平面図議論をすすめていくことになります。

新病院建設議論の経過報告
　2026年竣工を予定している前橋協立病院の新病院建設は、この紙面でも議論の進捗状況をお知らせしてきまし
たが、2023年12月までにおおむねの配置図・平面図の方向性を固めました。今年１月には組合員さん（主に総代・
支部運営委員）への概要説明会を開催し、３Ｄ画像などで新病院のイメージも紹介させていただきました。
　しかし、その後、総事業費用の見直しをせざるを得ない状況となったため、2024年度地区別総代会議（４月11
日～ 19日まで５会場で開催）にて、総事業費用見直しについての経過を報告いたしました。
　以下に概要を掲載いたします。

第73回通常総代会開催
について

2024年３月30日
群馬中央医療生活協同組合

　　　　　　　　　　　　　  理事長　半澤　　正

　群馬中央医療生活協同組合定款第50条、52条、
53条にもとづき第73回通常総代会を下記のとお
り開催いたします。

１．総代会日程及び会場
　　日　　時：�2024年６月15日（土）
　　　　　　　午後１時30分～４時30分
　　会　　場：群馬県公社総合ビル
　　　　　　　多目的ホール
　　　　　　　前橋市大渡町1-10-7

２．議　　題　
　　第１号議案　�2023年度事業活動のまと

め、事業報告と決算関係書
類承認の件

　　第２号議案　�2024年度基本方針、事業計
画及び予算承認の件

　　第３号議案　役員報酬決定の件

2024年度 地区別総代会議開催

　６月15日（土）の通常
総代会を前に、各地区で
地区別の総代会議が開
催されました。
新病院建設に向けての
経過報告や2024年度の
方針に沿った各地域の
特徴的な取り組みが報
告されました。

　桐生地区は、桐生協立診療所内
の組合員ホールにて、４月11日

（金）に開催し、総代は全部で15
名の参加でした。

　太田地区は、組合員会館のホール
と館林のたまり場にて、４月16日

（火）の午前と午後に開催しました。
総代は全部で30名の参加でした。

　中毛地区は、生協会館の組合員
ホールにて、４月17日（水）、４
月19日（金）に開催し、総代は全
部で83名の参加でした。

中毛地区の様子

桐生地区の様子 太田地区の様子
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今年も多くの新入職員が入協しました今年も多くの新入職員が入協しました

　これまで約２年間、利根中央病院からの出向という扱いで前橋協立病院内科に勤務させていただ
いていましたが、今回正式にこちらへ着任することとなりました。昨年は無事、総合診療専門医を
取得することができ、今年は家庭医療専門医の取得に向けて日々学ばせていただいています。病棟、
外来、在宅と、様々なフィールドで地域の皆様のお役に立てるよう頑張ります。地域の活動にも積
極的にかかわっていきたいと考えておりますので、見かけた際にはお気軽に声をかけていただける
と嬉しいです。今後ともよろしくお願いします。

前橋協立病院　総合診療医 保
やす

田
だ

　和
わ

奏
かな新任医師紹介

　私は大学１年生のころ初めて民医連について知りました。ひとり一人の生活に寄り添って考え、
必要とされる医療について真剣に考える先生方の姿がとても素敵でかっこよくて。その頃から私の
夢は医師になることでなくて、‘民医連の医師’になることに変わりました。まだまだ勉強をたく
さんしていかなくてはなりませんが、長年の夢の舞台で誠実に医療に向き合っていきたいと思いま
す。また、自宅では２児の母として精一杯頑張っています。育児のアドバイスや家事のアドバイス
などいただけたら嬉しいです。

前橋協立病院　内科医 菊
きく

島
しま

　旭
あさひ
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仲間仲間のの作品コーナー作品コーナー

鯉のぼりと紫陽花
デイサービス城東利用者・職員一同

地域活動地域活動アアララカカルルトト

大泉千代田支部
　３月10日（日）大泉町文化むらで『おおいずみ市民活動フェ
スティバル』が開催され、600人の来場者でにぎわいました。
群馬中央医療生活協同組合も協賛団体として歯ブラシ100本
を提供してくれました。大泉千代田支部のブースでは、呼気圧
（吐く力）やピロピロを吹き伸ばす時間を測定して、「健康のた
めには息をしっかりと吐くトレーニングが大事ですよ！」とお
話ししました。協立歯科クリニックの歯科衛生士の『お口の相
談コーナー』も喜ばれました。
　ステージ
発 表 で は、
『免疫力を高
める４つの
エクササイ
ズ』を紹介し
ました。①あ
いうべ体操
　②ピロピ
ロ　③ゆび
のば体操　
④ ゆ るHIIT
（ヒット）などを会場のみなさんも一緒にやってくれて盛り上
がりました。『第３のゆびのば体操』の実演では、大泉町の職
員にステージに上がってもらって、まずはバランスチェックに
挑戦してもらいました。体操の前には、ぐらついてしまったの
に、かかとを持ち上げて５秒間キープするだけの簡単な体操を
10回やっただけで、体操後のバランスチェックではびくとも動
かないのです。大歓声があがりました。「教えて欲しい！」と
医療生協のブースへ飛んできた方もいました。これからも町中
に元気な人を増やしていきたいです。
� 支部長　川島　玲子

相生支部
　相生支部のウォーキング班は、４月10日（水）紅
白の花桃が咲き乱れる里へ行ってきました。
　見学組と健脚組に分かれ、見学組は駐車場で販売し
ている苗木やお弁当を購入し、ゆっくりと散策し、花桃
やしだれ桜、また民家の庭に咲いている春の花や山の恵
みを満喫しました。健脚組はお弁当を購入し、いざ水沼
へ続く花桃街道へ。水沼までの道は、途中まで花桃や
しだれ桜、モクレン等たくさんの花が咲いていて、少々
の高低差も気になりませんでした。一時間ほど歩くと花
はなくなり山道を黙々と歩き続ける苦行。相当グロッキ
ーになってきた頃、見学組の車が迎えに来てくれ、無事
に水沼駅で合流し、みんなでお弁当を食べました。水沼
までの道のりは長かったけれど、花桃の続く道は本当に
きれいで、心癒されました。� 理事　髙橋　喜代美

市民活動フェスティバルで医療市民活動フェスティバルで医療
生協の健康づくりをアピール！生協の健康づくりをアピール！

花桃が咲き乱れる小夜戸・大畑へ花桃が咲き乱れる小夜戸・大畑へ

大泉町の職員もゆびのば体操を体験大泉町の職員もゆびのば体操を体験
（中央の男性）（中央の男性）
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ド
」
と
明
記
。
住
所
、
氏
名
（
匿

名
を
希
望
の
方
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

を
必
ず
お
書
き
下
さ
い
。

　
御
意
見
・
投
稿
等
も
お
寄
せ
下

さ
い
。

《
し
め
き
り
》

　
二
〇
二
四
年
五
月
二
十
七
日
当

日
消
印
ま
で
有
効

《
送
り
先
》

　
〒
三
七
一
︱
〇
八
一
一
前
橋
市

朝
倉
町
八
三
〇
の
一
。
群
馬
中
央

医
療
生
協
く
ら
し
と
健
康
係

《
賞
品
》

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
五
名

に
図
書
券
五
〇
〇
円
分
を
進
呈

《
応
募
方
法
》

　
解
答
　
官
製
・
私
製
は
が
き
を

使
用
。「
第
297
回
ク
ロ
ス
漢
字
ワ
ー

《
第
296
回
の
答
え
》

ハ
ル
キ
ャ
ベ
ツ（
春
キ
ャ
ベ
ツ
）

《
解
き
方
》

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
◯
文
字
を
う
ま

く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

︱ 

タ
テ
の
カ
ギ 

︱

１　

楽
譜
を
書
く
た
め
の
用
紙

２　

…
…
蜂
。
…
…
蝋

３　

人
工
…
…
星
。
…
…
星
放
送

４　

巨
大
な
こ
と
。百
万
倍
を
表
わ
す
。

…
…
ヘ
ル
ツ
。
…
…
ト
ン

５　

お
子
様
…
…
に
は
旗
が
立
っ
て
い

ま
す

６　

縄
文
時
代
の
土
で
作
っ
た
人
形

８　

母
の
日
の
花

10　

…
…
過
ぎ
れ
ば
熱
さ
を
忘
れ
る

12　

童
謡
こ
い
の
ぼ
り
「
お
お
き
い

…
…
は
お
と
う
さ
ん
」

15　

…
…
下
暗
し

16　

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
・
視
覚
効
果
賞
を

受
賞
し
た
『
…
…
－
１
・
０
』

17　

ワ
イ
ン
の
瓶
の
栓

19　

示
威
運
動
の
行
進

︱ 

ヨ
コ
の
カ
ギ 

︱

１　

分
別
し
て
出
し
ま
し
ょ
う

３　

緑
玉
石
と
も
呼
ば
れ
る
５
月
の
誕

生
石
。
…
…
グ
リ
ー
ン

７　

セ
メ
ン
ト
製
造
の
原
料

９　

Ａ
Ｉ
は
「
人
工
…
…
」

11　

日
本
国
の
別
名
。
大
和
…
…

13　

…
…
サ
イ
ン
は
「
行
け
」「
進
行
せ

よ
」
の
合
図
で
す

14　

生
兵
法
は
大
け
が
の
…
…

16　

囲
碁
に
は
必
需
品
で
す

17　

ポ
ツ
ン
と
あ
る
島

18　

ア
ル
プ
ス
地
方
特
有
の
民
謡

20　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
一
種
で
、
ス
タ
ン
プ
や

既
読
機
能
も
あ
り
ま
す

21　

５
番
目
に
太
陽
に
近
い
惑
星
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ヨ
コ
の
カ
ギ

１
「
百
日
紅
」
な
ん
と
読
む
？

５

60
歳
は
還
暦
。
70
歳
は
？

７

色
気
よ
り
…
…

８

ガ
ソ
リ
ン
や
ベ
ン
ジ
ン

10

手
紙
の
本
文
が
終
わ
っ
た
後
で
、

　
　

さ
ら
に
書
き
加
え
る
文

11

収
拾
の
つ
か
な
い
大
騒
ぎ
。

　
　

…
…
の
巣
を
つ
つ
い
た
よ
う

12
「
海
豚
」
っ
て
読
め
ま
す
か
？

14

ウ
リ
の
…
…
に
な
す
び
は
な
ら

　
　

ぬ

15

花
…
…
。
ビ
ー
ル
…
…

16
「
矮
鶏
」
な
ん
と
読
む
？

18

進
め
。
レ
ッ
ツ
…
…

19

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
画
像
を
入

　
　

力
す
る
装
置

22

鼻
歌
を
歌
う
こ
と

23

キ
ュ
ー
バ
の
ダ
ン
ス
音
楽

　
　タ
テ
の
カ
ギ

１

花
よ
り
だ
ん
ご
の
花
は
？

２

…
…
は
友
を
呼
ぶ

３

写
生
画
。
…
…
ブ
ッ
ク

４

お
す
も
う
さ
ん

５

要
領
。
仕
事
の
…
…
を
つ
か
む

６

急
病
の
患
者
の
こ
と

９

一
定
の
限
ら
れ
た
広
さ
の
中

11

学
校
で
学
年
末
か
ら
新
学
年
に

　
　

な
る
ま
で
の
間
の
休
暇

13

紅
色
の
宝
石

14

足
裏
の
く
ぼ
み
。
…
…
ふ
ま
ず

17

赤
い
羽
根
の
共
同
…
…

18

目
的
地
。
…
…
イ
ン

20

夜
寝
る
時
に
使
う
布
団
や
枕

21

数
を
ご
ま
か
す
。
…
…
を
読
む

答え　「ハルキャベツ（春キャベツ）」

３
月
15
日
は
「
オ
リ
ー
ブ
の

日
」。
オ
リ
ー
ブ
は
栄
養
価
が

高
く
、
抗
酸
化
作
用
の
あ
る
ポ

リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
を
多
く
含
み
、

風
邪
や
生
活
習
慣
病
の
予
防
に

も
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
ま

す
。
は
る
か
古
代
か
ら
地
中
海

沿
岸
で
栽
培
さ
れ
る
な
ど
、
人

類
の
歴
史
と
密
接
に
関
わ
っ
て

き
ま
し
た
。こ
ん
な
オ
リ
ー
ブ
。

世
界
で
は
あ
る
も
の
の「
象
徴
」

と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
何
で

し
ょ
う
？

〈
答
え
〉

「
平
和
の
象
徴
」
で
す
。
旧

約
聖
書
で
は
、
大
洪
水
を
生
き

延
び
た
ノ
ア
が
、
箱
舟
か
ら
鳩

を
放
ち
、
そ
の
鳩
が
オ
リ
ー
ブ

の
葉
を
く
わ
え
て
戻
っ
て
く
る

と
水
が
引
き
始
め
平
和
が
訪
れ

た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

伝
説
か
ら
、
鳩
と
同
様
「
平
和

の
象
徴
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

オ
リ
ー
ブ

クロス漢字ワード当選者（①応募総数②正解者数③当選者）／ 295回①40通②39通③５名　南雲キク子（前橋市）　ユキンコ（前橋市）　ひろ（桐生市）
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（
敬
称
略
）

「
く
ら
し
と
健
康
」が
我
が
家
に
届

く
と
十
一
軒
を
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

兼
ね
て
配
達
を
し
て
い
ま
す
。

家
々
が
少
し
離
れ
て
い
る
の
が
都

合
良
く
体
力
作
り
が
出
来
ま
す
。

今
後
も
楽
し
ん
で
配
り
ま
す
。

（
前
橋
市　

シ
ー
チ
ャ
ン
）

通
所
リ
ハ
ビ
リ「
さ
く
ら
ん
ぼ
」が

閉
鎖
さ
れ
て
し
ま
う
ん
で
す
ね
。

と
て
も
淋
し
い
気
持
ち
で
読
み
ま

し
た
。「
寝
た
き
り
な
ん
て
認
め
な

い
」と
瀧
口
先
生
と
一
緒
に
看
護
婦

集
団
が
リ
ハ
ビ
リ
を
始
め
、
さ
く

ら
ん
ぼ
が
で
き
た
。聞
い
た
と
こ
ろ

に
よ
る
と
毎
日
散
歩
に
来
る
さ
く

ら
ん
ぼ
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
と
、病

院
北
の
緑
地
帯
を
近
所
の
皆
さ
ん

が
花
畑
に
し
て
く
れ
た
ん
だ
と

か
。
介
護
部
長
さ
ん
が
書
い
て
い

る
通
り
、
在
宅
生
活
の
支
え
に
通

所
事
業
は
大
事
と
思
い
ま
す
。
群

中
医
療
生
協
が
よ
り
よ
い
方
向
に

発
展
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。�（
前
橋
市　

赤
城
お
ろ
し
）

梅
を
み
な
が
ら『
梅
ウ
ォ
ー
ク
』
大

変
良
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
ね
。外
で
花

を
見
る
。ま
た
健
康
の
為
の
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
、更
に
、お
花
見
弁
当
で
す

か
。
私
も
桜
が
咲
く
時
期
に
妻
と

お
弁
当
持
っ
て
行
こ
う
と
思
い
ま

す
。�

（
太
田
市　

春
山
祐
一
郎
）

春
キ
ャ
ベ
ツ
は
と
て
も
美
味
し
く

て
大
好
き
で
す
。い
つ
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
も
な
く
、
新

学
期
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
が
、

孫
も
中
学
生
。
大
き
く
な
り
、
う

れ
し
い
で
す
。成
長
す
る
中
で
何
か

大
切
な
も
の
を
つ
か
ん
で
欲
し
い

で
す
。�

（
太
田
市　

く
ま
ち
ゃ
ん
）

近
頃
、考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
い
か

に
幸
せ
に
生
き
て
い
け
る
か
？
お

正
月
の
地
震
、
国
会
議
員
の
裏
金
、

そ
し
て
大
谷
翔
平
君
の
問
題
。い
つ

ど
う
な
る
の
か
？
気
持
ち
が
し
ず

ん
で
し
ま
い
ま
す
。お
金
が
あ
っ
て

も
、な
く
て
も
い
つ
ど
う
な
る
か
人

生
わ
か
り
ま
せ
ん
が
頑
張
っ
て
年

を
か
さ
ね
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。�

（
前
橋
市　

ユ
キ
ン
コ
）

帯
状
疱
疹
の
記
事
、
こ
わ
い
な
あ
と

思
い
な
が
ら
読
み
ま
し
た
。
昔
、
み

ず
ぼ
う
そ
う
に
か
か
っ
た
こ
と
が
な

い
人
が
な
る
病
気
だ
よ
と
聞
い
た
こ

と
が
あ
っ
て
、す
っ
か
り
か
ん
ち
が
い

し
て
い
ま
し
た
。
免
疫
力
っ
て
大
切

で
す
ね
。（
前
橋
市　

よ
っ
ち
ゃ
ん
）

「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
さ
く
ら
ん
ぼ
」
が

虹
と
統
合
と
。す
ご
く
歴
史
を
感
じ

ま
す
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
私
自
身
、仕

事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

年
を
重
ね
て
い
る
な
あ
と
。朝
夕
ま

だ
ま
だ
寒
い
け
れ
ど
、
桃
と
み
か
ん

の
芽
が
出
て
き
て
い
る
の
を
見
つ

け
て
、
だ
ん
だ
ん
春
が
近
づ
い
て
来

て
い
る
な
…
。
今
年
も
お
だ
や
か
な

日
々
が
続
く
と
良
い
と
も
思
っ
て
い

ま
す
が
…
。�

（
前
橋
市　

ば
ぁ
ば
）

第
168
回
あ
ず
ま
支
部
俳
句
会
　
2024
・
4

も
う
一
度
貴
女
と
見
た
い
花
筏�

和
子

朧
月
姉
の
訃
報
は
唐
突
に�

星
子

蕗
の
薹
て
ん
ぷ
ら
に
し
て
お
裾
分
け�

淨

朝
風
や
城
下
に
続
く
初
ざ
く
ら�

丑
男

う
ら
ら
か
に
集
う
は
八
十
路
の
ク
ラ
ス
会�

麗
子

投
稿列

島
も
与
党
政
治
の
タ
ガ
ゆ
る
む

	

中
島
喜
太
郎

あ
り
が
と
う
の
気
持
ち
粛
々
冬
木
の
芽

内
田
八
恵
子

朝
桜
大
き
く
開
く
鉄
の
門

	

マ
リ
リ
ン

一
族
や
つ
ど
う
花
見
や
郷
の
山

ユ
ー
ミ
ン

花
見
な
り
ラ
ン
チ
旨
し
と
談
笑
す

金
子
純
代

寒
暖
差
木
々
の
新
芽
が
春
を
待
つ

伊
藤
ミ
ツ

【
俳
句
】

【
川
柳
】

ゆ
い
の
家
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
！
異

な
る
世
代
が
集
ま
っ
て
（
大
泉
千

代
田
支
部
）
コ
ム
コ
ム
４
月
号
み

て
下
さ
い
!!
た
の
し
く
、
力
づ
よ

く
、
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
！

（
大
泉
町　

カ
タ
ク
リ
の
花
）

先
月
下
旬
暴
風
雨
の
中
、孫
の
競
泳

応
援
で
東
京
の
ア
ク
ア
テ
ィ
ク
ス

セ
ン
タ
ー
へ
行
き
ま
し
た
。
長
水
路

を
短
水
路
２
面
に
分
割
、男
女
同
時

に
レ
ー
ス
が
行
え
ま
す
。
テ
レ
ビ
で

視
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、最
新
設

備
の
凄
さ
に
驚
き
ま
し
た
。孫
に
は

努
力
を
続
け
れ
ば
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

出
場
が
叶
う
と
伝
え
、
応
援
を
続

け
ま
す
。�

（
前
橋
市　

い
が
り
ん
）

子
ど
も
達
と
お
花
見
交
流
会
に
参

加
し
ま
し
た
！
ま
だ
桜
が
咲
い
て

お
ら
ず
、少
し
残
念
で
し
た
が
、美

味
し
い
お
か
ず
に
Ｂ
Ｂ
Ｑ
、ピ
ザ
作

り
や
た
く
さ
ん
の
お
や
つ
に
お
土

産
ま
で
♡
み
な
さ
ん
優
し
く
て
、

と
っ
て
も
い
い
時
間
が
過
ご
せ
ま

し
た
!!
ま
た
次
回
も
参
加
し
た
い

で
す
!!�

（
前
橋
市　

ば
ぁ
ば
の
娘
）

今
年
の
桜
は
案
外
長
く
楽
し
め
ま

し
た
。菜
の
花
と
マ
ッ
チ
し
て
心
が
ワ

ク
ワ
ク
で
す
。（
館
林
市　

ヨ
コ
タ
ン
）

新
年
度
が
は
じ
ま
り
期
待
と
不
安

が
い
り
ま
じ
っ
て
い
る
今
日
こ
の

頃
。
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。ス
ト
レ
ス
を
た
め

な
い
よ
う
精
い
っ
ぱ
い
が
ん
ば
り

ま
す
。�

（
太
田
市　

あ
か
り
ん
）

お
茶
の
み
保
健
室
俳
句
会
　
2024
・
4

愛
ら
し
き
一
鉢
部
屋
に
桜
草�

章

ぼ
た
ん
雪
松
葉
に
雫し
ず
くき
ら
き
ら
と�

あ
こ
ち
ゃ
ん

蕗
の
と
う
芽
を
出
す
庭
や
天
ぷ
ら
に�

Ｍ
ち
ゃ
ん

春
浅
き
草
津
へ
友
と
一
泊
で�

Ｙ
ち
ゃ
ん

上
着
ぬ
ぎ
野
辺
の
草
花
う
れ
し
そ
う�

洋
子

千
曲
川
サ
ク
ラ
見
ご
と
に
な
つ
か
し
く�

和
ち
ゃ
ん

散
歩
道
鳥
の
さ
え
ず
り
川
の
音�

松
ち
ゃ
ん

能
登
半
島
春
の
嵐
に
な
ん
ぱ
船�

ミ
ネ

青
い
空
白
い
雲
だ
よ
ジ
ャ
ン
プ
台�

謙
二
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理
事
会
だ
よ
り

●
３
月
30
日
（
土
）
定
数
28
名
中
23
名

の
出
席
で
11
回
理
事
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

主
な
議
題

① 

会
務
報
告

② 

専
門
委
員
会
報
告

③ �

第
73
回
通
常
総
代
会
招
集
に
関
す

る
件

④ �

通
常
総
代
会
１
号
議
案
・
２
号
議

案
に
関
す
る
件

⑤ �

新
病
院
事
業
計
画
の
変
更
に
関
す

る
件

⑥ 

理
事
の
辞
任
に
関
す
る
件

⑦ �

２
０
２
４
年
度
常
勤
役
員
体
制
に

関
す
る
件

⑧ 

医
師
の
採
用
に
関
す
る
件

⑨ 

管
理
者
の
任
免
に
関
す
る
件

⑩ �

２
０
２
３
年
度
決
算
処
理
及
び
２

０
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群馬中央医療生協はいま（２０24年3月末）
組　合　員� ３5，145人

　前橋・伊勢崎地域　組合員： ２6，247人
　太田・館 林 地 域　組合員：　5，799人
　桐生・みどり地域　組合員：　2，963人
　その他の地域　組合員：　　136人

出　資　金� 9億5,644万7,700円
一人平均出資金� ２7，214円

令和６年度　自治体健診

予約受付中！
シールが届いてからは、予約が殺到します。

早めのご予約がおススメです!!

―――――ご予約・お問い合わせは―――――
前橋協立病院健診室	 前橋協立診療所
TEL027-265-3511（代表）	 TEL 027-231-6060
平日：9:30～ 16:30	 平日：9：00〜17：00

お米・食材のカンパに
ご協力ください

　群馬中央医療生協では、フードドライブを実施し、必要とする方
に食糧支援をおこなっています。
　現在、ご自宅で使われない食料やお米を募集しています。お米は
古米でも結構ですので、支援にご協力をお願い致します。

〔集めているもの〕
お米・常温保存が可能な食品
　（缶詰め・レトルト食品・インスタント食品・ 乾麺など）
　 ※賞味期限が２か月以上残っているもの

お問い合わせ：　生協本部　組合員活動課　TEL 027-265-3531（代表）

群馬中央医療生協主催

5月 31日は、世界禁煙デーです。 
たばこを吸うことは、体にたくさんの悪い 

影響があります。そのことをもっと多くの人に 
知ってもらうためのポスターを募集します。 

 

ポスターであなたの街の健康 

を一緒に作りましょう！ 

（応募要項）

＊応募サイズは、A３・A４サイズまたは四つ切もしくは八つ切画用紙とします。 

＊作品の裏面に「学校名(学年)・住所・氏名・電話番号」を明記してください。

＊応募作品の著作権その他一切の権利は群馬中央医療生協に帰属するものと
し、作品は当生協主催の展示会や機関紙で氏名と共に掲示・掲載させていた

だきます。                            (応募作品は返却しません) 

 

【お問い合わせ先・送付先】 〒371-0811 前橋市朝倉町 830－1 
群馬中央医療生活協同組合 生協事務局組合員活動課 ☎027-265-3531 

 

昨年の最優秀賞作品です。 

群馬中央医療生協は、地域の暮らしと健康を守る生協です。 

応募期間：２０２２年５月１３日(金)〆切 

 

ちいまる  

2024年度　５.31WHO世界禁煙デー

禁煙ポスター募集！
優秀賞に選ばれた作品には、景品を準備しています。
作品を応募してくれた方全員に参加賞があります。

応募期間：2024年５月17日（金）締切

【お問い合わせ先・送付先】
〒371-0811前橋市朝倉町830-1
群馬中央医療生活協同組合　生協事務局組合員活動課　
TEL027-265-3531

応 募 要 項
・内容は禁煙を広く社会啓発するものとします。
・�応募対象者は組合員および地域住民（学生含む）とし、年齢制限はあ
りません。
・�応募サイズは、A３・A４サイズまたは四つ切もしくは八つ切画用紙
とします。
・�作品の裏面に「学校名（学年）・住所・氏名（フリガナ）・電話番号」
を明記してください。
・�応募作品の著作権その他一切の権利は群馬中央医療生協に帰属するも
のとし、優秀作品（所属・氏名）は「くらしと健康」等に掲載させて
いただきます。(応募作品は返却しません)

医療費の支払いにお困りの方は
ご相談ください

無料低額診療事業のご案内
　無料低額診療事業は、生計困難な方が経済的理由
で必要な医療を受ける機会を制限されることがない
よう、無料または低額な料金で診療を行う事業とし
て、社会福祉法に位置付けられています。
　群馬中央医療生協は「一人ひとりのいのちが大切に
され、人権が尊重されるまちづくりに貢献する」と
いう理念にもとづき、この事業に取り組んでいます。

◆減免の対象となる方
〇生計困難者で、１ヶ月の世帯収入が生活保護基準の
140%以下の方は、収入額に応じて医療費の本人負担が全額
免除または一部免除になります。
〇外国人、ホームレス・住所喪失不安定労働者、DV被害
者等社会的援助を要する人などで、明らかに無保険の方
は無料で診療を行います。

◆実施している事業所　※問い合わせ及び相談窓口
 前橋協立病院	 前橋市朝倉町828-1	 TEL 027（265）3511
 太田協立診療所	 太田市石原町927	 TEL 0276（45）4911
 前橋協立診療所	 前橋市城東町3-15-28	 TEL 027（231）6060
 桐生協立診療所	 桐生市相生町2-554-7	 TEL 0277（53）3911
 協立歯科クリニック	 前橋市朝倉町830-1	 TEL 027（265）6601

 太田市 

 前橋市 

太田協立診療所

前橋協立病院 前橋協立診療所

特定健診・ヘルスチェック
大腸がん・前立腺がん・肝炎ウイルス検診

５月１日〜12月20日
随時受付中！

—胃がん検診は要予約です。一度ご来所ください—
（お問い合わせ）TEL0276-45-4911

⑺ く　ら　し　と　健　康　 2024.5.1 第697号く　ら　し　と　健　康



協立歯科クリニック前橋市朝倉町830-1� ☎027-265-6601
月 火 水 木 金 土 あ

く
ま
で
も
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体
制
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。

午前
8:40～
12:00

半澤 半澤
（偶数月第3休診） 半澤 半澤 半澤

（第2,3,4,5）
半澤

(第1,3,4,5）

萱間 萱間
(偶数月第３） 萱間 萱間 萱間

(第1,奇数月第4）
萱間

(第2,4,5）
桑原 桑原 桑原 桑原 桑原 桑原

午後
火・金  12:30～ 16:30
月・水  13:30～ 16:30
  木    15:00～16:30

半澤
(奇数月第4）

＊歯科医の研修等で変更に
なることがあります。担当
制を希望される方は、お手
数ですが事前にお問い合わ
せ下さい。
＊待ち時間をなくすため
に、予約制になっておりま
す。お電話で予約できます。
＊診療時間中の急患は随時
受け付けておりますので、
ご連絡ください。
＊訪問診療をご希望の方
は、お問い合わせ下さい。

萱間
桑原

萱間
桑原

萱間
桑原

萱間
桑原

萱間（奇数月第4休診）
桑原

夜間
17:30～20:00
（もしくは17:00～20:00）

半澤
(偶数月第3）

半澤
(第1,奇数月第4）

萱間 萱間
(第2,3,4,5）

太田協立診療所太田市石原町927� ☎0276-45-4911
受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
8:30～
12:00

加藤
江田

（第１・３・５）
朱（予約）
（第２・４）

加藤
遠藤

加藤
遠藤

遠藤
服部

加藤
遠藤

第１週　遠藤　吉岡
第３週
加藤　堀口　遠藤
第４週　加藤　吉岡
第５週　遠藤　吉岡

午後
14:00〜
17:00

小泉 遠藤
（15：00〜） 江田 伊藤

遠藤
加藤

（15：00〜）
夜間

17:00～ 加藤

訪問診療 加藤 遠藤 加藤 遠藤

内視鏡 櫻井 野田 小澤
※�糖尿病の方、健診・予防接種などの検査や経過観察のある方は、なるべくお早めに受付をお願い致します。
※�新型コロナウイルスワクチン接種のため、午後の診療時間が一部変更となる場合があります。

前橋協立病院前橋市朝倉町828-1　　☎︎ 027-265ｰ3511（代）
月 火 水 木 金 土

内
科
／
総
合
診
療

午
前

初診 小　林修 中　村 小　野 弘　中 保　田 大　宮

予
約
外
来

一般
瀧　口道

総合診療：保　田
総合診療：瀧　口由

瀧　口道（第２/４週）
工　藤瑞

瀧　口道
総合診療：宮　澤

小　野芳
高　柳（第２/４週）

西　上（第４休診）
総合診療：小　林修
総合診療：瀧　口由

瀧　口道
総合診療：瀧　口由

西　上

瀧　口道
西上（第４週）

専門
内科/心療内科：鈴　木（第１/２/３/５週）
糖尿病：深　津
塵　肺：小　林
（第４週）

内科/心療内科：鈴　木
糖尿病：深　津
循環器：須　賀
呼吸器：櫻　井
（第１/３/５週）

内科/心療内科：鈴　木
糖尿病運動療法：深　津

（第１/３週）
糖尿病・甲状腺：松　本 内科/心療内科：鈴　木

糖尿病：深　津

内科/心療内科：鈴　木（第１/４/５週）
呼吸器：砂長（第３週）
糖尿病・甲状腺：渋沢（第４・５週）
循環器：森（第１/３週）
神経・リハビリ：大竹（第３週）

午
後

初診 内科医 工藤瑞 大　宮 弘　中 橋　爪洋

＊夜間は予約患者さん専用外来となります。
＊急患の方はいつでもご相談下さい。

予
約
外
来

一般 田ヶ原 野　本 野　本
三　浦章 鈴　木 田ヶ原

橋　爪洋

専門 泌尿器（松尾/石尾）
内科/心療内科：鈴　木
糖尿病：深　津

糖尿病・甲状腺：新　井
菊　島

（第４週休診）
循環器：金　古

糖尿病・甲状腺：綿　貫

心療内科：鈴　木
循環器：小保方（第１/３/５週）
糖尿病・甲状腺：登　丸
嚥下外来：矢　島賢

夜間 予約外来 内科/心療内科：鈴　木
糖尿病：深　津 三　浦章 西　上（第４週）

小児科

午前 一般 矢　島
佐　藤 矢　島 齋　藤 矢　島

齋　藤
矢　島
齋　藤

齋　藤
佐　藤

午後
予
約
外
来

専門
神経発達：齋　藤
（第２/４週）

精神衛生相談：角　田

アレルギー：矢　島
（第３週休診）

アトピー教室：矢島
（第３週のみ）

神経発達：齋　藤

アレルギー：矢　島
（第１週休診）

精神衛生相談：角田

予防 予防接種：齋　藤
（第４週は午後３時迄）

予防接種：齋　藤
（第３休診）

乳児健診
齋　藤（第２・４週）

夜間
一般 矢　島 齋　藤 （休診） 齋　藤 （休診）

専門 神経発達：齋　藤 喘息（予約制）第２休診：矢　島 喘息（予約制）第３休診：矢　島
神　経（第３休診）：齋　藤

産婦人科
産科

午前
婦人科 北　原

（10：00〜）
北　原

（９：45〜）予約のみ
北　原
予約のみ

北　原
（第２・４週　10：00〜）
（第１・３・５週　９：00〜）

北　原（第１/３週）
西　出（第４週）産科

午後 婦人科 北　原 北　原 休　診　（手術） 北原（14:30〜）（第２・４休診） 北　原
夜間 北　原（17:00〜18:30）

外科 午前 休　診 飯　島哲 飯　島哲 飯　島哲 大　島 休　診
午後 長　岡（予約制）

整形外科 午前 岩　森 岩　森 岩　森 岩　森 岩　森 岩　森（第４/５週休診）
午後 岩　森 岩　森 （岩森）※手術の場合は休診 岩森 第３週休診 岩　森

脳神経外科 午前 朝　倉 朝　倉
骨 午前 茂　木 ８：30〜10：00

眼科 午前 山　田 森 森 山　田 山　田 休　診
午後 手　術 森

皮膚科 午前 工　藤隆

内視鏡 午前 胃 岡　村 柿　崎 高草木 植　原 坂　本 交替制
午後 腸 岡　野 山　𥔎

健　診
午前 交替制 伊　藤 交替制 瀧　口道 深　澤
午前 乳腺・甲状腺 担当医 飯　島 飯　島 飯　島 大　島
午前 婦人科 根　岸 根　岸 飯　島 根　岸 北　原 北　原

小児科受付時間 午前8:00~11:30
夕方16:45~18:30（月・火・木）＊水・金の夜間外来（一般）は休診となります。 その他の科の受付時間

午前8:00~11:30 救急患者さんにおかれましては、この限りではございません。
電話にてお問い合わせ下さい。午後14:00~16:00

2024年５月１日現在の診療体制
第２土曜日・日曜日・国民の休日は休診
及び年末年始（12月30日〜１月３日）は休診

前橋協立診療所前橋市城東町３-15-28� ☎027-231-6060
月 火 水 木 金 土

午前　月〜金
9:00〜12:00
土　9:00〜12:00

高柳（11:00まで）
井上

高柳（11:00まで）
桑原

桑原
谷口

高柳（11:00まで）
井上

高柳（11:00まで）
桑原

18日：井上
25日：谷口

午後
15:30〜17:00 高柳 桑原 井上 井上 井上

夜間 高柳
17:00～18:30

高柳
17:00～18:00

発熱外来をおこなっています。風邪症状がある方は、事前にご連絡ください。なるべく待ち時間が少なくなる
よう対応させていただきます。
2024年度も前橋市自治体健診受け付けます。ご希望の方はご連絡ください。
※レントゲン：月～金曜日の午前中　＊胃カメラ：月・火・木・金曜日午前
※休診：土曜日午後・第２土曜日・日曜日・国民の休日　＊訪問診療を行っています。詳しくはお問い合わせください。

桐生協立診療所桐生市相生町2-554-7

予約制(予約外受付可)☎0277-53-3911(予約電話）
受付時間 診療開始 月 火 水 木 金 土

診
療
科
　
内 

科

午前8:30～
12:00 9:00～ 内科医 小 林 内科医 鈴木(第４休診)

内科医（第４） 小 林 内科医(第１・3)
片岡（第４・５）

午後15:00～
17:00 15:30～ 休診 休診 休診 休診 休診

夜間17:00～
19:00 17:00～ 休診

※当面の間、午後及び夜間の外来診療を休診いたします。
　ご迷惑をおかけしますがご了承のほど、よろしくお願いいたします。

※第２土曜・
祝日　休診

診療体制は毎月変わる可能性がありますので、受診の際は最新号の「くらしと健康」をご覧いただくか、事業所へお電話でお問い合わせ下さい。

ホームページ
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